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３Ｊプロジェクト労使懇談会でＪＡＭの実態を訴える

３Ｊプロジェクトとは・・・
ＪＡＭ、自動車総連、自動車部品工業会の三者
連携によって、自動車産業を支えるサプライ
チェーンの強化に向けて、適正価格による取り
引きを実現させる取り組みを行なっている。

自動車産業に関わる
ＪＡＭ自動車部会、ＪＡＭ軸受部会が
出席し、現場の実態を報告

８月19日、自動車部品工業会と自動車総連に

よる第118回労使懇談会がＷＥＢにて行なわれ、

３Ｊプロジェクトの一員としてＪＡＭ安河内会

長（あいさつ）、谷口副会長、橋本総合政策グ

ループ長、自動車部会、軸受部会の代表者が出

席しました。

ＪＡＭが行なった調査結果から価格転嫁の成

否が賃金改善額に直結していることを報告し、

労務費を含む価格転嫁の重要性を訴えました。

ＯＥＭメーカーが不測の事態などによって生

産停止状態に陥った際の補償問題について、特

にティアが深い下請企業は不安を感じている。

また、減産や生産打切りによる

物量減に対して見積もりの際の製

品単価がそのまま据え置かれるこ

とが多いため、今後、問題提起し

ていきたい。（ＪＡＭ自動車部会 石原事務局長）

生産停止状態に陥った際の補償問題に不安

企業の収益確保、賃上げの実現、組合員の生

活やモチベーションの向上には価格転嫁が不可

欠であること、また、部工会や自

動車総連の姿勢や政府の諸施策な

どを紹介し、社会的に機運が高ま

っていることをＪＡＭ全体に周

知する。 （ＪＡＭ 谷口副会長）

ＪＡＭ全体に価格転嫁の重要性や
政府施策を周知徹底する
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